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Ⅰ．緒言
　山梨学院大学スポーツ科学部は 2016（平成 28）年
度に１期生を迎えて、現在３期生までが入学している。
スポーツ科学部では１年次の必修科目（専門科目）と
して「スポーツ基礎演習」を開講しており、「聞く」「書
く」「伝える」といった基本的な学習技能について学
ぶことを目標としている。その一方で専門科目でもあ
り「スポーツを科学する」ことに触れる必要があるこ
とから、授業の一環として「新体力テスト」１）を実
施している。その結果については学生が自ら評価を行
うことで自身の体力水準を把握することや課題の改善
方法を考えることを促している。
　一般的な大学生（19 ～ 21 歳）は、体格や体力がわ
ずかではあるが発達・向上する世代である２）。このた
め適切な生活習慣や運動習慣を保つ必要がある。一方
で大学１年生は、保護者との同居から寮での共同生活
や独り暮らしなどへと生活環境が変化することが多く、
また高等学校と比べて学修環境が大きく変化すること
などから、不適応、不登校あるいは退学などにつなが
るトラブルが多い時期である３）。また、運動･スポーツ
系の課外活動においては、高等学校から大学へ接続す
る段階での一時的な競技引退、受験勉強による運動不
足や身体ケアの不足などから、大学１年生において負
傷の危険性が高いことが指摘されている４）。大学入学
直後の負傷は、上述した大学生活への不適応と相まっ
て、課外活動からの離脱や人間関係からの孤立、実技
授業の欠席などの悪影響を及ぼすことが考えられる。
　そこで本研究では、本学スポーツ科学部１年生の体
力水準について把握するとともに、負傷の有無との関
連について検討することを目的とする。
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【要　約】
　2018（平成 30）年度に山梨学院大学スポーツ科学部に入学した学生（男子 119 名、女子 64 名）を対象にして、必修科目「ス
ポーツ基礎演習」において実施した「新体力テスト」の成績と「負傷について」の調査の結果について検討した。その結
果、①男女ともに「新体力テスト」の成績は全国平均値を上回る水準にあった。その一方で不適切な生活習慣を有してい
ると思われる学生が一定数存在することが確認された。②大学入学後に負傷したあるいは負傷が悪化したと回答した者は、
負傷のない者に比べて高い体力水準にあることが認められた。これは負傷のある学生が、強化育成クラブなどハードなト
レーニングを行う集団に所属しており、入学前から体力水準が高かった可能性が示唆される。今後は負傷については急性
外傷と慢性障害とに分けるなど、調査方法についてさらに検討することが必要であるとともに、特に１年生についてスポー
ツ障害の危険性を低減するための取り組みが必要である。
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Ⅱ．方法
（１）対象者
　本研究の対象者は、2018（平成 30）年度に山梨学
院大学スポーツ科学部に入学した男子 119 名、女子
64 名であった。
（２）研究方法
　１年次の必修科目（専門科目）である「スポーツ
基礎演習」において「新体力テスト」１）を実施した。
測定項目は、握力、上体起こし、長座体前屈、反復横
跳び、20m シャトルラン、50m 走、立ち幅跳び、お
よびハンドボール投げの８項目であった。実施手順に
ついては文部科学省の示す方法１）に従って実施した。
　対象者に対して、性別、専門とするスポーツ種目と
ともに「入学してから負傷（急性外傷、慢性障害）し
たことが、または悪化したことがありますか？」とい
う問いに回答させた。これらの調査は本学の学習支援
システム「Manaba」を通じて実施した。
（３）統計処理
　「新体力テスト」の結果は男女ごとに平均値と標準
偏差を算出した。また、「入学してから負傷（急性外傷、
慢性障害）したことが、または悪化したことがありま
すか？」という問いに「はい」と答えた群（「負傷あり」
群）と「いいえ」と答えた群（「負傷なし」群）にお
いても男女ごとに平均値と標準偏差を算出した。
　「負傷あり」群と「負傷なし」群との体力の差につ
いては、対応のないｔ検定を用いて検討した。同様に
上記の両群間での「新体力テスト」における生活状
況（運動実施状況、朝食の有無、睡眠時間、テレビ視
聴時間）の差については、χ２検定を用いて検討した。
統計処理の有意性は危険率５％水準で判定した。
Ⅲ．結果
　表１に、「新体力テスト」の成績を男女ごとに示した。
男女ともに全ての項目で「新・日本人の体力標準値Ⅱ」２）
における19歳の成績を上回っていた。
　表２に、「新体力テスト」における運動習慣などの
調査結果を男女ごとに示した。男女ともに 80% 以上
の者が何らかのスポーツ活動に参加しており、90%
以上の者が少なくとも週１～２回は大学での授業以外
に何らかの運動・スポーツ活動を行っていた。
　本研究の対象者において「負傷あり」群は男子が
27 名（23%）、女子が 17 名（27%）であり、「負傷なし」
群は男子が 53 名（45%）、女子が 34 名（53%）であった。
なお無回答者は男子が39名（33%）、女子が13名（20%）
であった。表３および表４に、「負傷あり」群と「負
傷なし」群における体力テストの成績を示した。男子
では握力、50m 走、立ち幅跳び、およびハンドボー
ル投げの成績において「負傷あり」群が「負傷なし」
群に比べて有意に高い成績を示した。女子ではいずれ
の項目においても両群間に有意な差は認められなかっ
た。
　「負傷あり」群と「負傷なし」群との間で「新体力
テスト」における生活状況（運動実施状況、朝食の有
無、睡眠時間、テレビ視聴時間）について比較した結果、
男子では「運動・スポーツの実施状況」に有意では
ないが差のある傾向が認められた（χ２=7.37,p<0.1）。
表１．新体力テストの成績
全国平均値 全国平均値
男子 女子
握力（ｋｇ） 44.9 ± 6.8 45.8 30.9 ± 4.5 28.4
上体起こし（回） 35.5 ± 4.4 29.7 31.8 ± 4.3 21.8
⻑座体前屈（ｃｍ） 56.1 ± 10.5 45.4 56.3 ± 8.0 44.8
反復横跳び（回） 62.6 ± 5.7 50.8 57.9 ± 3.7 41.7
20mシャトルラン（回） 113.6 ± 25.0 81.7 84.0 ± 18.0 43.4
50m走（秒） 6.83 ± 0.49 7.3 7.73 ± 0.54 8.9
立ち幅跳び（㎝） 239.3 ± 22.1 229.9 201.4 ± 15.3 170.0
ハンドボール投げ（ｍ） 31.2 ± 5.0 27.8 20.2 ± 3.8 16.8
１ 各項目の成績は（平均値±標準偏差）で表した．
２．全国平均値は文献2)より19歳の値を引用した
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残差分析を行った結果、「負傷あり」群において「週
３日以上」と答えた者の割合が「負傷なし」群よりも
有意に高かった。女子では「運動・スポーツの実施時間」
に有意な差が認められた（χ２=8.38,p<0.05）。残差分
析を行った結果、「負傷あり」群において「２時間以上」
と答えた者の割合が「負傷なし」群よりも有意に高く、
「30 分未満」と答えた者の割合が有意に低かった。そ
れ以外の項目においては男女ともに有意な差は認めら
れなかった。
Ⅳ．考察
　本研究の対象者における「新体力テスト」の成績は、
男女ともに全ての項目で全国平均値を上回っていた。
スポーツ科学部では、多くの者がスポーツに関心を持
ち課外活動をはじめとするスポーツ活動に参加してい
ることから、大学入学前から体力水準が高く、入学後
もその水準を維持あるいは向上させていたものと推測
される。今後、大学４年間の生活において各自のスポー
ツ活動に合わせて体力水準を維持 ･向上させることが
期待される。そのためには４年間に渡って体力測定を
継続して自身の体力水準を確認する機会のあることが
望ましい。
　「新体力テスト」における運動習慣などに関する調
査から、多くの学生が運動・スポーツを活発に実施し
ていることが確認できた。しかし、僅かながら運動・
スポーツを全く行わない学生がいた。スポーツ科学部
表2．新体力テストにおける運動習慣などの調査結果
所属している 所属していない
男 99 20
(83.2%) (16.8%)
運動部や地域スポーツ
クラブへの所属状況
女 57 7
(89.1%) (10.9%)
週3日以上 週1〜2日程度 ⽉1〜3日程度 しない
男 86 27 2 4
(72 3%) (22 7%) (1 7%) (3 4%)
運動･スポーツの
実施状況
. . . .
女 52 8 3 1
(81.3%) (12.5%) (4.7%) (1.6%)
30分未満 30分以上1時間未満
1時間以上
2時間未満 2時間以上
1日の運動・スポーツの
実施時間
男 9 9 26 75
(7.6%) (7.6%) (21.8%) (63.0%)
女 8 3 3 50
(12.5%) (4.7%) (4.7%) (78.1%)
毎日食べる 時々欠かす まったく食べない朝食について
男 85 29 5
(71.4%) (24.4%) (4.2%)
女 51 11 2
(79.7%) (17.2%) (3.1%)
6時間以上1日の睡眠時間 6時間未満 8時間未満 8時間以上
男 29 85 4
(24.6%) (72.0%) (3.4%)
女 12 49 2
(19.0%) (77.8%) (3.2%)
1時間未満 1時間以上2時間未満
2時間以上
3時間未満 3時間以上
男 52 46 13 7
(44.1%) (39.0%) (11.0%) (5.9%)
1日のテレビ視聴時間
（ゲームを含む）
女 29 26 4 5
(45.3%) (40.6%) (6.3%) (7.8%)
１．各欄の上段が人数、下段が割合を表している
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では正課内の教育だけではなく、課外活動を含めた
様々な課程外の活動を通じて、競技スポーツや生涯ス
ポーツの場で活躍できる人材の育成を目指している。
このため運動・スポーツの必要性を理解し、自ら実践
することが求められる。そのためには学生が様々な場
面で運動やスポーツに親しみ、関わることができるよ
う、大学として支援をしていく必要がある。また、上
述の調査結果から、朝食を「まったく食べない」、１
日の睡眠時間が「６時間未満」、あるいは１日のテレ
ビ視聴時間が「３時間以上」と回答する者が僅かなが
ら認められた。不適切な生活習慣は体力の発達だけで
はなく、学業成績にも悪影響を及ぼすと考えられるこ
とから、ほぼ大人として扱われる大学生に対しても適
切な生活習慣を保つための指導の必要性が示唆され
る。
　本研究の対象者において「入学してから負傷（急性
外傷、慢性障害）したことが、または悪化したこと
がありますか？」という問いに対して、男子で 23%、
女子で 27% が「はい」と回答していた。加賀谷ら５）
の運動部に所属する大学生を対象にした報告では、対
象者のうち大学１年生では 12.4% がスポーツ障害の経
験があると答えており、同様に２年生以上では 19.8％
であったとしている。本研究において急性外傷と慢性
障害を合わせて「負傷」としており、その内訳を明ら
かにすることはできない。また先行研究とは調査方法
が異なるために、負傷者の発生率の多少を比較するこ
とは困難であるが、これらを考慮しても約２割の１年
生が何らかの負傷を負っている状況は、改善を要する
状況であると考えられる。大学入学直後の負傷は、課
外活動からの離脱や人間関係からの孤立などの原因と
なり、その後のスポーツライフや大学生活に悪影響を
及ぼすことが考えられる。このため、山本４）は新入
生を対象とした整形外科的チェックの必要性を指摘し
ており、多くのスポーツ選手が所属する本学でも何ら
かの対策を検討すべきと思われる。
　負傷によるスポーツ活動の中断は、身体活動量の低
下を招き、体力の低下や技術の停滞を引き起こす可能
性が考えられる。そこで本研究では対象者の負傷の影
響を検討するために「負傷あり」と「負傷なし」群と
で体力測定の成績を男女別に比較した。その結果、男
子では握力、50m 走、立ち幅跳び、ハンドボール投
げの４項目で、「負傷あり」群が「負傷なし」群より
も有意に高い成績であった。女子においても統計的に
有意差は認められなかったものの、両群間の平均値を
比較すると８項目のうち６項目において「負傷あり」
群の方が高い値を示していた。この結果から、負傷に
よる体力への影響はなく、むしろ負傷している者に体
力水準の高い者が多いことが示唆される。その要因と
して、男女ともに「負傷あり」群のほうが運動・スポー
ツを行う頻度や１回の運動時間が多い傾向にあること
から、本学における強化育成クラブなど、ハードなト
レーニングを行う集団に所属している可能性が高く、
入学前からの体力水準が高かったことが考えられる。
また、「負傷あり」群において「練習は継続している」
表3 「負傷なし」群と「負傷あり」群における体力テストの成績（男子）．
握力（ｋｇ） 44.2 ± 5.9 47.4 ± 6.4 ※
負傷なし 負傷あり
上体起こし（回） 35.2 ± 4.3 37.1 ± 3.0
⻑座体前屈（ｃｍ） 57.4 ± 9.9 57.8 ± 7.7
反復横跳び（回） 62 ± 6.5 64 ± 5.3
20mシャトルラン（回） 114.5 ± 26.6 116.9 ± 25.8
50m走（秒） 6.91 ± 0.53 6.62 ± 0.39 ※
立ち幅跳び（㎝） 236 5 ± 23 5 251 8 ± 19 8 ※. . . .
ハンドボール投げ（ｍ） 30.4 ± 4.5 33.8 ± 4.5 ※
１．各項目の成績は（平均値±標準偏差）で表した
２．※；p<0.05
表3 「負傷なし」群と「負傷あり」群における体力テストの成績（男子）．
握力（ｋｇ） 44.2 ± 5.9 47.4 ± 6.4 ※
負傷なし 負傷あり
上体起こし（回） 35.2 ± 4.3 37.1 ± 3.0
⻑座体前屈（ｃｍ） 57.4 ± 9. 57.8 ± 7.
反復横跳び（回） 62 ± 6.5 64 ± 5.3
20mシャトルラン（回） 114.5 ± 26. 116.9 ± 25.8
50m走（秒） 6.91 ± 0.53 6. 2 ± 0.39 ※
立ち幅跳び（㎝） 236 5 ± 23 5 251 8 ± 19 8 ※. . . .
ハンドボール投げ（ｍ） 30.4 ± 4.5 33.8 ± 4.5 ※
１．各項目の成績は（平均値±標準偏差）で表した
２．※；p<0. 5
表3 「負傷なし」群と「負傷あり」群における体力テストの成績（男子）．
握力（ｋｇ） 44.2 ± 5 9 47.4 ± 6 4 ※
負傷なし 負傷あり
上体起こし（回） 35.2 ± 4.3 37.1 ± 3.0
⻑座体前屈（ｃｍ） 57.4 ± 9.9 57.8 ± 7.7
反復横跳び（回） 62 ± 6.5 64 ± 5.3
20mシャトルラン（回） 114.5 ± 26.6 116.9 ± 25.8
50m走（秒） 6.91 ± 53 6.62 ± 0 39 ※
立ち幅跳び（㎝） 236 5 ± 23 5 251 8 ± 19 8 ※. . . .
ハンドボール投げ（ｍ） 30.4 ± 4.5 33.8 ± 4.5 ※
１．各項目の成績は（平均値±標準偏差）で表した
２．※；p<0.05
表3 「負傷なし」群と「負傷あり」群における体力テストの成績（男子）．
握力（ｋｇ） 44.2 ± 5.9 7 4 6 ※
負傷なし あり
上体起こし（回） 35.2 ± 4.3 7 1 3 0
⻑座体前屈（ｃｍ） 57.4 ± 9.9 8 7 7
反復横跳び（回） 62 ± 6.5 4 5 3
20mシャトルラン（回） 114.5 ± 26.6 6 9 5 8
50m走（秒） 6.91 ± 0.53 62 39 ※
立ち幅跳び（㎝） 236 5 ± 23 5 51 8 19 8 ※. .
ハンドボール投げ（ｍ） 30.4 ± 4.5 3 8 ※
１．各項目の成績は（平均値±標準偏差）で表した
２．※；p<0.05
表3 「負傷なし」群と「負傷あり」群における体力テストの成績（男子）．
握力（ｋｇ） 44.2 ± 5.9 47.4 ± 6.4 ※
負傷なし 負傷あり
上体起こし（回） 35.2 ± 4.3 37.1 ± 3.0
⻑座体前屈（ｃｍ） 57.4 ± 9.9 57.8 ± 7.7
反復横跳び（回） 62 ± 6.5 64 ± 5.3
20mシャトルラン（回） 114.5 ± 26.6 116.9 ± 25.8
50m走（秒） 6.91 ± 0.53 6.62 ± 0.39 ※
立ち幅跳び（㎝） 236 5 ± 23 5 251 8 ± 19 8 ※. . . .
ハンドボール投げ（ｍ） 30.4 ± 4.5 33.8 ± 4.5 ※
１．各項目の成績は（平均値±標準偏差）で表した
２．※；p<0.05
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と答えた者は男子で 14 名（50%）、女子で 11 名（65%）
であったことから、負傷の程度が軽度であった者が多
く、そのために体力への影響が少なかった可能性も考
えられる。なお、負傷の状況についての調査は、「新
体力テスト」とは別に行われたこともあり、無回答の
者が男子で 33%、女子で 20％にのぼっていた。この
ことが本研究の結果に影響した可能性は否定できな
い。今後、体力と負傷（スポーツ障害）との関係につ
いてさらに明らかにするためには、調査時に障害につ
いて外傷と慢性的な障害とを区別するとともに、重症
度についても聞き取ること、併せて回答率を上げるた
めの対策を講じることが必要である。
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表4．「負傷なし」群と「負傷あり」群における体力テストの成績（女子）
握力（ｋｇ） 30 9 ± 4 6 30 7 ± 5 2
負傷なし 負傷あり
. . . .
上体起こし（回） 32.2 ± 4.3 32.4 ± 3.7
⻑座体前屈（ｃｍ） 55.1 ± 7.6 56.7 ± 7.7
反復横跳び（回） 58.4 ± 3.4 58.1 ± 4.2
20mシャトルラン（回） 85.4 ± 17.3 88.5 ± 12.9
50m走（秒） 7.75 ± 0.44 7.49 ± 0.60
立ち幅跳び（㎝） 200.5 ± 14.6 208.1 ± 12.9
ハンドボール投げ（ｍ） 19.9 ± 4.0 21.3 ± 3.5
１ 各項目の成績は（平均値±標準偏差）で表した．
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